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1582 年創業。「印傳屋 上原勇七」という長い社名だが、上原勇七が創業者

から代々襲名する名前で、現会長が 13代目。 

 皮を加工して、袋物まで作って販売している。戦国時代に武具に鹿の皮を使

ったところから始まっている。口伝えで代々一人から一人へ技術継承してきた

が、現 13代目が社長の時、大決断をして職人さんにも技術を伝え、組織として

伝統的技術を継承していくことに決めた。 

 昔の職人は「目で見て覚えろ」と具体的に教えなかったが、今は技術を教え

てあとは鹿の皮に触り、実際にやって失敗をしながら技術を身に付けている。

技術を身に付けるには大変時間がかかるので、人的投資にはとても力を入れて

いる。 

モノ作りをしていると、ファスナーなど壊れることもある。なるべく長く使っ

て頂きたいので、修理も行っている。元通りにはならないが、少しでも大事な

長く使ってもらえるように修理することは、お客様にとても喜ばれている。 

 430年も続いているし、何事も長い目で見て物事を考えている。同族企業でも

あるし、息子の代で花が咲けばいいぐらいのことを考えながら、仕事をしてい

る。 

 

 本店の上には印伝博物館がある。以前は買い物に来たお客様がついで見るだ

けだったが、今では博物館を見るためにわざわざ本店に来ていただけることが

増えている。古いものをただ見せるのではなく、今のものを 100 年後にも見せ

られるようにするのが博物館だと教えられ、同じものを展示し続けると消耗す

るので、今は一定期間展示をすると蔵にしまい保存している。 

 トップの考えを元に、全社員で議論し、印傳屋やどうあるべきか、どういう

方向へ行くべきか、を議論し、企業理念を作った。 

 「人間尊重を基本とし、人と環境にやさしい最良の製品をつくり、提供し社

会に貢献します。」 

 機械化できるものは機械化を進めるとしても、何よりも人、職人の大切にし

てモノ作りを進めていく。 

  

 伝統と革新。伝統を重んじながらも、今の消費者に使ってもらうために新し

いことにもチャレンジしている。JRのスイカ・ペンギン、鉄腕アトム、サンリ

オ・キティなどのデザインもやっている。ティファニーのオープンハートのコ

ラボ、グッチともコラボした。グッチの方から印伝を使いたいと言ってきた。



当初はグッチの GC デザインの鹿革を使いたいという要望だった。しかしこち

らは印傳屋としての製品でもありたいと共同制作にこだわった。 

 ブランディング。ブランドとはもともと牛の所有者を見分けるために、違う

マークの刻印をしたのが始まり。今のブランドとは、マークを見るだけで、名

前を聞くだけで、何かがわかるもの。ブランド力の会社とは、ナイキ＝JUST DO 

IT、LV(ルイ・ヴィトン)＝Journey(旅行・人生の旅)など、商品の技術・機能・

デザインにプラス、「ストーリー(思い・約束」を持っている。商品を売ることを

通して、会社のストーリーを伝えています。 

印傳屋のストーリーに共感してもらい、愛され信頼される会社になること。

大量生産・大量消費の時代が終わり、高質なものを大事に長く使うことが見直

されている。ふるさとの甲州の歴史・文化・人々の暮らし、自然の美しさを大

切にする。その甲州に 400 年に続いてきた印伝の技術に、時代に合わせてデザ

インや形を新しくする。 

印傳屋のブランド・ストーリー。Sense of Wonder。自然を結び、つくる。そ

の気持ちをイメージした映像を作った。やはり映像は伝わる力がある。ぜひ皆

さんの会社でも作るべきだと思う。 

印傳屋社員の行動ポリシー。大切にしている考え方は「伝統を守りながら、

次の世代に引き継ぐべき新たなチャレンジを行い、、お客様・取引先・社員間の

信頼関係を築き上げていく」。 

① 伝統の重み、価値を認識する力 

② 時代の変化を的確にとらえる力 

③ 企業価値を高める力 

④ 信頼、責任、プライドを感じる力 

企業は信頼され続けるからこそ、存続し、繁栄するように、私たちも信頼さ

れ愛され続けることにより、幸せな人生を掴む。 


